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テレワーク

•背景

・目的

フリーランス

ノマドワーカー 起業家

ワークスタイル
の多様化

コワーキングスペース（CWS）は、今の多様な
ワークスタイルに有効な場所として注目を浴びて
いて、今後の利用可能性が期待されている。

CWSの施設タイプに着目し、具体的成果が出る
CWSについて考察を深めることを目的とする
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背景と目的
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コワーキングスペースの空間定義

間取りの中の区画に
壁のないオフィス空間

共有オフィス空間

• オフィスとしての共有空間
• 共有の支援スペース

共有サービス空間

個室

専有オフィス空間

コワーキングスペース
レンタルオフィス

本研究では狭義のコワーキングスペースに着目



調査手法概要

調査期間 2016/10/19（水）～2016/10/28（金）

調査方法 郵送によるアンケート回答方式

調査対象 東京、神奈川、埼玉、千葉（一都三県）におけるコワーキングスペース事業を行っている企業229社

サンプル数 53

返信率 23.10%

調査設問

施設の概要
施設名、運営組織名、施設の開業年月、オープン時間、休館日、利用状況、空間構成、
提供サービス、面積、デスク数及び座席数、混雑する時間帯

利用者・会員制度
男女比、1ヵ月間の施設平均利用者数、法人会員・個人会員数、利用が多い年齢層、
利用者の所属、会員制度の有無

イベント イベント開催回数、イベントの周知・告知方法、開催回数、テーマ

運営
半年程度の平均売上高、スタッフ数、賃料、成果、事業資金の出資者、運営収入源、施
設の所有

Web調査によって抽出した一都三県におけるCWSを対象にアンケート調査
文献：コワーキング.COM(http://co-work-ing.com/)、cocopo(http://co-co-po.com/)

eシェアオフィス(http://eshareoffice.jp/)、コワーキングjp(http://coworking-space.jp/)
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空間構成（単純集計結果より）

48件(91%)

35件(66%)

27件(51%)

23件(43%)

19件(36%)

14件(26%)

14件(26%)

13件(25%)

12件(23%)

2件(4%)

2件(4%)

コワーキングスペース（共有スペース）

会議室

イベント会場

専有スペース（個室）

図書コーナー

自習スペース

飲食提供スペース（カフェなど）

調理関連スペース

趣味の活動スペース

託児所

学童・学習支援施設

空間構成 N=53 ※複数回答

回答件数（%）
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空間構成区分とその組み合わせについて

空間構成区分

区分 構成内容

共有オフィス空間 共有デスク、図書コーナー、会議室、自習スペース

専有オフィス空間 個室

共有サービス空間
イベント会場、調理関連スペース、飲食提供スペース、
趣味の活動スペース、学童・学習支援施設、託児所

14件, 26% 9件, 17% 25件, 47% 5件, 9%

空間構成区分の組み合わせ N=53

共有オフィス空間

専有オフィス空間

共有サービス空間

共有オフィス空間

専有オフィス空間

共有オフィス空間

共有サービス空間

共有オフィス空間
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53件(100%)

48件(91%)

43件(81%)

39件(74%)

37件(70%)

34件(64%)

31件(58%)

22件(42%)

20件(38%)

14件(26%)

14件(26%)

9件(17%)

8件(15%)

2件(4%)

Wi-Fi利用

コピー等ができる複合機

プロジェクター・スクリーンの貸し出し

郵便物の受け取り

イベントの企画・開催

法人登記

スペース１日利用（ドロップイン）

メンバー同士のマッチングサービス

創業手帳の設置

PC貸し出し

専門家による創業サポート（法律・税務等）

受付代行

電話代行

子どもの一時預かり

提供サービス N=53 ※複数回答

回答件数（%）

サービス（単純集計結果より）
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サービス区分とその組み合わせについて

サービス区分

サービス区分
区分 構成内容

設備・事務支援系
Wi-Fi、複合機、プロジェクター・スクリーンの貸し出し、法人登記、電話代行、
受付代行、郵便物受け取り、子どもの一時預かり

創業支援系 専門家による創業サポート、創業手帳の設置

交流支援系
ドロップイン利用、メンバー同士のマッチングサービス、イベントの企画・開催、
PC貸し出し

25件, 47% 23件, 43% 5件, 9%

サービス区分の組み合わせ （ｎ=53）

設備・事務支援系

交流支援系

創業支援系

設備・事務支援系

交流支援系

設備・事務支援系
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運営収入について

37件(76%)

24件(49%)

24件(49%)

16件(33%)

16件(33%)

13件(27%)

4件(8%)

1件(2%)

月額の会員費

スペース１日利用（ドロップイン）

イベントルームや会議室のレンタル収入

貴施設のサービス利用収入

イベント参加料

入会金

行政や公的機関からの助成金

親会社からの補助金

回答件数（%）

運営収入源（複数回答） N=45
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運営収入のタイプ区分とその内容

運営収入区分
区分 構成内容

定額収入（会員） 月額の会員費、入会金
変動収入

（会員・非会員）
イベントルームや会議室のレンタル収入、施設のサービス利用収入、
スペース一日利用費（ドロップイン）、イベントの参加料

助成金収入 行政や公的機関からの助成金

4件(8%) 29件(55%) 8件(15%) 7件(13%) 5件(9%)

運営収入源区分の組み合わせ N=53

助成金収入＋ 定額収入（会員）

変動収入（会員・非会員）

定額収入（会員） 変動収入

（会員・非会員）

NA
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成果の種類（単純集計結果より）
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28件(67%)

21件(50%)

10件(24%)

9件(21%)

7件(17%)

異業種間で交流会の開催

同業種間で交流会の開催

異業種間で法人設立

同業種間で法人設立

趣味の展覧会開催

回答件数（%）

成果（複数回答） N=42

ＣＷＳは、趣味・娯楽活動をするよりも、ビジネスにつながる活動をメインで
行っている



イベントの種類（単純集計結果より）
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33件(73%)18件(40%)

14件(31%)

13件(29%)

12件(27%)

12件(27%)

11件(24%)

5件(11%)

4件(9%)

3件(7%)

利用者交流会

ビジネスに関するその他の講習会

趣味・娯楽に関する座学・体験教室

起業支援の相談会

ITに関するビジネススキル講習会

女性支援に関するイベント

地域まちづくりに関する会議

ものづくりに関する体験教室

子育て支援相談会・交流会

子どものための学習サポート

回答件数（%）

イベント（複数回答） N=45

利用者同士の交流会を行っている施設が多い



成果とイベントのクロス集計
成果区分

区分 構成内容

ビジネス系
同業種間で法人設立
異業種間で法人設立

非ビジネス
系

同業種間で交流会の開催
異業種間で交流会の開催
趣味の展覧会開催

イベント区分

区分 構成内容

ビジネス系
起業支援の相談会
ITビジネス等のスキル講習会
ビジネスに関するその他の講習会

非ビジネス系

利用者交流会
地域まちづくりに関する会議
趣味・娯楽に関する座学・体験講座
ものづくりに関する体験教室
子育て支援相談会・交流会
子どものための学習サポート
女性支援に関するイベント

項目 区分

成果

ビジネス系
非ビジネス系

ビジネス系
非ビジネス

系
合計

イ
ベ
ン
ト

ビジネス系
非ビジネス系

6件 3件 8件 17件

35% 18% 47% 100%

ビジネス系
2件 0件 4件 6件

33% 0% 67% 100%

非ビジネス系
0件 2件 11件 13件

0% 15% 85% 100%

合計 8件 5件 23件 36件

成果×イベント N=36
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ビジネス系を含むイベント実施施設で上がった成果

14

ビジネス系を含む成果（11施設） 項目 非ビジネス系のみの成果（12施設）
平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値

224.3 888 57 総面積（m2） 201.5 417 70

26.3 81 6
共有デスク
総座席数 40.1 100 22

186.5 5000 8
平均利用者数
（1ヵ月） 488.5 2000 15

39 200 2 イベント開催回数（半年） 31.5 120 2

5(合計) 創業支援サービス 9(合計)

9(合計) 会員制度の有無 12(合計)

21 100 6 法人会員数 22.1 40 1

40.4 200 3 個人会員数 14.6 30 2

ビジネス系の成果が上がっている施設は利用者数が少ない施設

ビジネス系の成果が上がっている施設は個人会員数が多い施設



利用者交流会の開催有無と成果のクロス集計

項目 区分
利用者交流会の開催

あり なし NA 合計

成果

ビジネス系
非ビジネス系

6(75%) 2(25%) 0(0%) 8(100%)

ビジネス系 5(83%) 0(0%) 1(17%) 6(100%)

非ビジネス系 17(68%) 6(24%) 2(8%) 25(100%)

NA・成果なし 5(36%) 4(29%) 5(36%) 14(100%)

合計 33(62%) 12(23%) 8(15%) 53(100%)

ビジネス系の成果を上げるまでに利用者交流会が必要

ビジネス系を含む成果が上がっている施設は、利用者交流会を実施している割合が高い
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まとめと考察
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①ビジネスに関連したイベントの必要性が高い

②利用者同士の活発な交流

③個々人が定期的に交流する密な空間が必要

ビジネスの成果を上げるために、、、

会員制度の充実化が重要
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ご清聴ありがとうございました


